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３
・
27　

日
本
時
代
の
神
輿
が
公
開

雲
林
県
麦
寮
郷
の
拱
範
宮
に
百
年
の
歴
史
を
持
つ

日
本
の
神
輿
が
公
開
さ
れ
た
。
日
本
統
治
時
代
、
同

宮
の
本
殿
を
移
す
計
画
が
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
媽
祖

の
お
告
げ
を
聞
い
た
日
本
人
が
こ
れ
を
取
り
消
し
、

お
詫
び
の
た
め
に
神
輿
を
寄
進
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
戦
後
、
日
本
文
化
を
禁
止
す
る
風
潮
の
た
め

に
、
長
い
間
倉
庫
に
置
か
れ
て
い
た
。

３
・
28　

地
名
の
商
標
登
録
に
要
望
書
提
出

台
北
市
日
本
工
商
会
は
、
台
湾
で
日
本
の
地
名
が

商
標
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
要
望
書
を

経
済
部
に
提
出
し
た
。
台
湾
企
業
が
「
讃
岐
」
を
商

標
登
録
し
た
た
め
、
日
本
人
経
営
の
う
ど
ん
店
が
名

称
を
使
用
で
き
な
い
問
題
が
起
こ
っ
て
い
た
。

３
・
31　

日
台
を
結
ぶ
二
航
空
が
運
航
終
了

日
台
間
を
就
航
し
て
い
た
日
本
ア
ジ
ア
航
空
、
エ

ア
ー
ニ
ッ
ポ
ン
が
運
航
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
航

空
、
全
日
本
空
輸
に
引
き
継
が
れ
た
。

４
・
15　

扇
千
景
氏
に
勲
章
を
授
与

陳
水
扁
総
統
は
、
扇
千
景
前
参
院
議
長
に
特
殊
大

綬
景
星
勳
章
を
贈
っ
た
。
扇
氏
は
国
交
相
在
任
時
、

日
台
航
空
協
定
改
訂
、
定
期
航
空
路
線
の
増
便
、
新

幹
線
技
術
の
台
湾
輸
出
に
も
尽
力
し
た
。

４
・
16　

神
奈
川
県
と
台
北
県
が
友
好
協
定
締
結

神
奈
川
県
議
会
の
訪
台
団
一
行
は
台
北
県
議
会
を

訪
れ
、
同
議
会
と
の
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。

４
・
18　

日
本
人
を
乗
せ
て
Ｓ
Ｌ
が
走
る

台
北
県
瑞
芳
郷
で
、
蒸
気
機
関
車
「
フ
ォ
ル
モ
サ

号
」
が
二
百
五
十
人
の
日
本
人
乗
客
を
乗
せ
、
瑞
芳

駅
か
ら
平
渓
十
份
駅
ま
で
を
往
復
し
た
。
台
湾
観
光

協
会
が
車
両
を
借
り
切
り
、
旅
行
社
が
日
本
人
向
け

に
募
集
し
た
。

４
・
21　

日
本
時
代
の
埋
立
地
記
念
碑
の
除
幕
式

台
北
市
の
西
門
国
民
小
学
校
で
、「
埋
立
地
記
念

碑
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
同
碑
は
井
村
大
吉
・

台
北
庁
長
に
よ
る
水
害
防
止
の
た
め
の
大
規
模
な
土

木
工
事
を
記
念
し
、
一
九
一
〇
年
に
建
て
ら
れ
た
。

一
九
五
七
年
に
同
校
の
校
内
に
移
転
さ
れ
た
が
、
何

者
か
に
よ
り
セ
メ
ン
ト
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
る
な
ど
さ

れ
た
。
仁
済
病
院
の
院
長
が
資
金
を
募
り
修
復
さ
れ

た
。
同
校
の
前
身
は
寿
小
学
校
で
当
時
の
卒
業
生
も

式
典
に
参
加
し
た
。

４
・
22　

日
本
時
代
の
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

高
雄
市
政
府
民
政
局
は
日
本
統
治
時
代
の
戸
籍
資

料
、
約
九
百
二
十
冊
、
十
三
万
七
千
二
百
戸
あ
ま
り

を
保
管
し
て
い
る
が
、
破
損
も
目
立
つ
た
め
、
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
。
年
末
の
完
成
を
目

指
し
、
他
区
か
ら
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
オ
ン
ラ
イ
ン

化
も
検
討
し
て
い
る
。

４
・
26　

台
湾
国
籍
チ
ベ
ッ
ト
人
逮
捕

長
野
市
で
北
京
五
輪
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
抗

議
の
た
め
福
原
愛
選
手
の
列
に
飛
び
出
し
た
台
湾
国

籍
チ
ベ
ッ
ト
人
の
タ
シ
・
ツ
ェ
リ
ン
氏
が
、
威
力
業

務
妨
害
の
現
行
犯
で
逮
捕
さ
れ
た
。

４
・
29　

作
家
の
柏
楊
氏
が
死
去　

中
国
人
の
国
民
性
を
鋭
く
批
判
し
、
日
本
で
は

『
醜
い
中
国
人
』
な
ど
で
有
名
な
柏
楊
氏
が
死
去
。

５
・
１　

帯
広―

台
東
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
就
航

帯
広
と
台
東
を
結
ぶ
双
方
向
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
就

航
。
帯
広
か
ら
は
二
十
人
あ
ま
り
、
台
東
か
ら
は
百

六
十
八
人
が
利
用
し
た
。

５
・
５　

陳
菊
高
雄
市
長
が
来
日　

陳
菊
高
雄
市
長
が
観
光
宣
伝
の
た
め
来
日
。
同
市

は
今
年
を
観
光
年
と
し
て
い
る
。
高
雄
の
魅
力
や
、

二
〇
〇
九
年
に
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
・
ゲ
ー
ム
ス

な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

５
・
５　

玉
沢
徳
一
郎
氏
に
勲
章
を
授
与

陳
水
扁
総
統
は
、
玉
沢
徳
一
郎
元
防
衛
庁
長
官
に

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
台
湾
が
見
え
て
く
る

日
台
交
流
日
録
⒇
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大
綬
景
星
勲
章
を
授
与
し
た
。

５
・
８　

馬
次
期
総
統
が
八
田
氏
の
慰
霊
祭
に
参
列

馬
英
九
次
期
総
統
は
、
台
南
の
烏
山
頭
ダ
ム
で
行

わ
れ
た
八
田
與
一
技
師
の
慰
霊
祭
に
参
列
、「
日
本

の
植
民
地
政
策
に
は
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
る
が
、

八
田
與
一
は
台
湾
に
尽
く
し
た
人
だ
っ
た
」
と
挨
拶

し
た
。
慰
霊
祭
に
は
八
田
氏
の
親
族
も
参
加
し
た
。

５
・
12　

呉
文
達
氏
に
旭
日
中
綬
章

中
華
民
国
カ
ヌ
ー
協
会
元
董
事
長
の
呉
文
達
氏
に

旭
日
中
綬
章
が
授
与
さ
れ
た
。
日
本
に
お
け
る
カ
ヌ

ー
競
技
の
普
及
・
発
展
へ
の
寄
与
が
評
価
さ
れ
た
。

台
湾
人
と
し
て
は
蔡
茂
豊
・
前
台
湾
日
本
語
教
育
学

会
理
事
長
の
二
〇
〇
五
年
の
叙
勲
以
来
二
人
目
。

５
・
14　

蔡
、
宗
像
両
氏
に
感
謝
状

許
世
楷
駐
日
代
表
は
、
蔡
焜
燦
氏
、
宗
像
隆
幸
氏

に
長
年
に
わ
た
る
台
日
友
好
へ
の
貢
献
に
感
謝
の
意

を
示
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

５
・
16　

創
立
百
周
年
式
典
に
当
時
の
先
生
も

花
蓮
県
富
里
郷
の
東
里
小
学
校
が
、
創
立
百
周
年

式
典
を
催
し
た
。
同
校
の
前
身
は
大
庄
公
学
校
。
三

年
間
教
鞭
を
執
っ
た
、
百
一
歳
に
な
る
山
本
良
一
氏

も
日
本
か
ら
式
典
に
駆
け
つ
け
た
。
山
本
氏
は
離
台

後
も
た
び
た
び
台
湾
を
訪
問
し
、
同
校
に
多
く
の
寄

付
を
し
て
き
た
。

５
・
19　
「
お
し
ん
」
で
観
光
客
誘
致

台
湾
で
も
人
気
を
博
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
ド
ラ
マ

「
お
し
ん
」
が
舞
台
化
さ
れ
、
そ
の
ピ
ー
ア
ル
の
た

め
に
、
お
し
ん
の
子
供
時
代
を
演
じ
た
小
林
綾
子
氏

が
訪
台
し
、
記
者
会
見
を
開
い
た
。
芝
居
の
舞
台
と

な
っ
た
山
形
県
の
斎
藤
弘
知
事
ら
も
同
席
し
、
山
形

の
観
光
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

５
・
24　

モ
ー
ニ
ン
グ
娘
、
台
湾
公
演

モ
ー
ニ
ン
グ
娘
の
初
の
海
外
コ
ン
サ
ー
ト
が
台
北

市
の
南
港
展
覧
館
で
行
わ
れ
、
フ
ァ
ン
約
三
千
人
が

駆
け
つ
け
た
。
メ
ン
バ
ー
は
中
国
語
で
挨
拶
し
た
り

二
人
の
中
国
人
メ
ン
バ
ー
が
通
訳
し
た
り
し
た
。

５
・
29　

バ
レ
ー
で
日
台
交
流

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
男
子
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
Ｎ

Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
ロ
ケ
ッ
ツ
」
が
訪
台
し
、
地
元
の
高
校

生
た
ち
と
交
流
試
合
な
ど
を
行
っ
た
。

６
・
１　

宮
崎―
台
北
定
期
便
、
東
国
原
知
事
訪
台

宮
崎―

台
北
定
期
航
空
便
就
航
を
記
念
し
、
東
国

原
英
夫
・
宮
崎
県
知
事
が
訪
台
し
た
。
要
人
訪
問
、

宮
崎
の
特
産
品
ア
ピ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
独
身
男
女

の
お
見
合
い
ツ
ア
ー
や
、
一
般
県
民
ツ
ア
ー
の
参
加

者
な
ど
、
総
勢
約
百
五
十
人
を
伴
っ
て
の
訪
台
。

６
・
６　

台
湾
か
ら
の
観
光
客
は
百
三
十
八
万

日
本
政
府
の
発
表
し
た
「
二
〇
〇
七
年
度
観
光
白

書
」
に
よ
る
と
、
台
湾
か
ら
の
観
光
客
は
百
三
十
八

万
五
千
人
で
、
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
の
中

で
、
韓
国
に
次
い
で
二
番
目
に
多
か
っ
た
。
ま
た
北

海
道
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
の
中
で
は
、
台
湾
人

観
光
客
は
全
体
の
四
六
％
を
占
め
た
。

６
・
４　

台
湾
物
産
館
、
お
台
場
店
が
オ
ー
プ
ン

台
湾
の
食
品
、
農
産
物
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る

「
台
湾
物
産
館
」
が
、
東
京
都
港
区
の
お
台
場
支
店

を
オ
ー
プ
ン
。
同
館
は
台
湾
の
農
産
品
を
広
く
日
本

で
紹
介
し
、
普
及
さ
せ
る
目
的
で
行
政
院
農
業
委
員

会
が
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
企
画
し
た
も
の
。

東
京
に
笹
塚
本
店
、
横
浜
に
港
南
台
分
店
が
あ
る
。

６
・
12　

美
濃
市
と
美
濃
鎮
、
交
流
ス
タ
ー
ト

岐
阜
県
美
濃
市
の
高
井
孝
一
郎
・
商
工
会
議
所
副

会
長
が
、
石
川
道
政
市
長
の
親
書
を
携
え
、
高
雄
県

美
濃
鎮
役
場
を
訪
問
。
美
濃
市
と
美
濃
鎮
は
と
も
に

山
囲
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
、
紙
傘
や
灯
籠
な
ど
の
工

芸
品
を
特
産
品
と
す
る
な
ど
共
通
す
る
点
も
多
い
。

６
・
14　

日
台
囲
碁
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

台
湾
の
囲
碁
教
室
「
海
峰
棋
院
」
が
「
第
一
回
台

湾
・
日
本
精
英
プ
ロ
棋
士
囲
碁
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
を

開
催
し
、
三
十
歳
以
下
の
日
台
の
若
手
棋
士
、
十
六

人
が
参
加
し
た
。
日
本
か
ら
女
流
名
人
・
本
因
坊
の

謝
依
旻
四
段
が
特
別
招
待
さ
れ
た
。
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６
・
17　

山
梨
県
を
ア
ピ
ー
ル

横
内
正
明
・
山
梨
県
知
事
を
団
長
と
す
る
「
山
梨

台
湾
総
会
」
が
訪
台
。「
二
〇
〇
八
台
北
グ
ル
メ
フ

ェ
ア
」
で
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
農
産
品
を
宣
伝
し
た
。

６
・
24　

Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
正
規
輸
入
を
発
表　

任
天
堂
の
台
湾
総
代
理
店
二
社
は
、
ゲ
ー
ム
機

「
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
」
の
正
規
輸
入
品
を
発
売
す
る
と
発

表
。
台
湾
で
は
、
当
ゲ
ー
ム
機
は
正
式
に
は
輸
入
さ

れ
て
お
ら
ず
、
代
理
店
向
け
以
外
に
輸
出
さ
れ
た

「
並
行
輸
入
品
」
が
ほ
と
ん
ど
。

７
・
１　

足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
世
界
記
録

台
北
ド
ー
ム
で
「
千
人
合
同
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
」
が
行
わ
れ
た
。
政
府
観
光
局
が
主
催
し
、

台
湾
式
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
促
進
、
健
康
ツ
ア
ー
の

推
進
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
海
外
か
ら
千
人
の
観
光

客
を
招
き
、
日
本
人
も
多
く
参
加
し
た
。

７
・
２　

十
五
歳
の
李
昱
鴻
投
手
、
巨
人
へ

読
売
球
団
は
十
五
歳
の
李
昱
鴻
投
手
を
練
習
生
と

し
て
受
け
入
れ
る
と
発
表
し
た
。
現
役
で
は
三
人
目

の
台
湾
人
投
手
と
な
る
。

７
・
３　

龍
瑛
宗
氏
の
日
本
語
版
全
集
が
復
刻

日
本
統
治
時
代
の
小
説
化
、
龍
瑛
宗
氏
の
日
本
語

版
全
集
が
復
刻
さ
れ
た
。
龍
氏
は
処
女
作
「
パ
パ
イ

ヤ
の
あ
る
街
」
で
雑
誌
『
改
造
』
の
佳
作
推
薦
賞
を

獲
得
し
た
。『
臺
灣
日
日
新
報
』
の
編
集
者
を
歴
任

し
、「
第
一
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
」
台
湾
地
区
代

表
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
文
学
界
で
活
躍
し
た
。

７
・
４　

山
口
の
農
産
品
、
台
湾
へ
輸
出

西
日
本
新
聞
に
よ
る
と
、
山
口
県
産
の
キ
ャ
ベ
ツ

四
・
三
ト
ン
、
ダ
イ
コ
ン
一
ト
ン
が
門
司
港
か
ら
船

便
で
台
湾
に
輸
送
さ
れ
た
。
台
湾
で
は
長
雨
が
続
い

て
品
不
足
が
伝
え
ら
て
お
り
、
現
地
の
日
本
人
や
富

裕
層
に
も
大
い
に
需
要
が
見
込
め
る
と
予
測
。

７
・
７　

感
謝
の
気
持
ち
に
ま
で
台
湾
を
排
除
？

北
海
道
新
聞
に
よ
る
と
、
壮
瞥
町
の
「
そ
う
べ
つ

観
光
協
会
」
が
設
置
し
た
サ
ミ
ッ
ト
歓
迎
の
看
板

に
、
台
湾
の
青
天
白
日
満
地
紅
旗
が
描
か
れ
、
撤
去

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
同
協
会
は
「
こ
の
地

域
の
外
国
人
観
光
客
で
一
番
多
い
の
は
台
湾
人
で
、

感
謝
の
意
を
込
め
た
。
中
国
や
外
務
省
か
ら
撤
去
要

請
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

７
・
８　

台
南
県
長
、
マ
ン
ゴ
ー
を
ア
ピ
ー
ル

特
産
の
マ
ン
ゴ
ー
の
販
路
拡
大
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
蘇
煥
智
・
台
南
県
長
（
県
知
事
）
が
来
日
。
東

京
都
多
摩
市
の
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
自
ら
販
売
員
と

し
て
立
つ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
っ
た
。

７
・
10　

日
台
の
代
表
が
離
任

日
本
の
交
流
協
会
台
北
事
務
所
の
池
田
維
代
表
が

離
任
。
後
任
の
斎
藤
正
樹
新
代
表
は
十
五
日
に
着

任
。
許
世
楷
駐
日
代
表
も
同
日
離
任
。
後
任
は
決
ま

っ
て
お
ら
ず
、
羅
坤
燦
副
代
表
が
代
行
を
務
め
る
。

７
・
10　

林
威
助
選
手
、
五
輪
は
困
難

阪
神
球
団
は
、
八
日
の
巨
人
戦
で
左
ヒ
ザ
を
痛
め

た
林
威
助
選
手
の
五
輪
出
場
は
困
難
と
判
断
し
、
台

湾
棒
球
協
会
へ
文
書
で
現
状
報
告
を
行
っ
た
。

７
・
11　

岐
阜
へ
台
湾
人
観
光
客
を

台
湾
の
人
気
旅
行
番
組
「
Ｇ
Ｏ 

Ｇ
Ｏ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」
が
岐
阜
県
を
取
材
。
昨
年
、
県
を
訪
れ
た
外
国

人
旅
客
約
二
十
一
万
人
の
う
ち
、
台
湾
は
約
六
万
人

で
一
番
多
い
。
小
松―

台
北
間
の
増
便
、
東
海
北
陸

自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
受
け
、
県
は
さ
ら
に
旅
客

を
増
や
そ
う
と
ロ
ケ
を
誘
致
し
た
。

７
・
12　

台
湾
ウ
ナ
ギ
、
危
機
を
好
機
に

中
日
新
聞
に
よ
る
と
、
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
た
幼

魚
が
海
外
で
成
育
後
、
日
本
へ
逆
輸
入
さ
れ
て
「
国

産
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
問
題
で
、
台
湾
の
ウ
ナ
ギ

業
者
は
「
台
湾
産
の
多
く
は
日
本
か
ら
の
幼
魚
を
台

湾
で
育
て
た
も
の
。
安
価
で
質
の
い
い
台
湾
育
ち
を

認
め
て
も
ら
う
好
機
」
と
み
て
、「
台
湾
ブ
ラ
ン

ド
」
定
着
の
た
め
に
記
者
会
見
を
近
く
開
く
予
定
。

【
古
市
利
雄
】

＊
本
号
掲
載
の
ニ
ュ
ー
ス
は
省
略
し
ま
し
た
。


